
<図表> 内容：

グリーンサステイナブルケミストリーの観点から、大量に用
いられている有機溶媒の削減を目指し、最も直接的かつ効
果的な解決手段として、反応溶媒に用いる有機溶媒を一切
用いない革新的な機能性物質の合成研究を行なっている。

現在標的としているデオキシ糖類は、天然物や医薬品の
構成ユニットとしてしばしば見られており、我々の生体機能
の発現に大きな影響を与えている分子であるが、親水性基
を多く持つため、溶解性の観点から有機溶媒中の合成では
保護・脱保護を繰り返す必要がある。そこで、反応溶媒として
水のみを用いる低環境負荷型反応を組み合わせ、ペントー
ス（五単糖）やヘキソース（六単糖）をはじめとするデオキシ
糖類を、共通のユニットから効率的に合成する手法の開発を
検討している。さらに、合成した希少糖を中間体としたより多
段階の生物活性天然物の全合成への展開も検討中である。

将来的には触媒担持型カラムを用いたフローケミストリーへ
の展開を行ない、抽出・精製においても有機溶媒を一切用い
ない究極の合成プロセスを目指している。
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